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第 2日目（6月 5日　金曜日）

大会場（ホール）

9：00 ～ 10：30
シンポジウム 2（SY2）

 「最新の救急医療・これからの救急医療」
 座長 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター 嶋津　岳士
  帝京大学  救急医学講座 坂本　哲也

SY2-1（E） 東京消防庁における拡大二行為の実施状況について
 …………………………………………… 東京消防庁  救急部  救急指導課 塩野目　淑

SY2-2（D） 大学病院と地方病院を結ぶ救急医療再生プロジェクト  
 「総合救急診療」への取組みと今後の展望について

 ………東京大学  医学部附属病院  救急部集中治療部  救命救急センター 軍神　正隆
SY2-3（D） 全都的アンケートから分析する都内老人保健施設における救急対応の現状

 …………………………………………………… 東京都医師会  救急委員会 石川　秀樹
SY2-4（D） 地方都市で新しい救急医療施設を作る～一民間医療施設の挑戦～

 …………………………………… 社会医療法人緑泉会  米盛病院  救急科 冨岡　譲二
SY2-5（D） 拡大 2行為施行事案の検証結果に基づく救急隊長再教育：その効果と課題

 ………………………………………横浜市メディカルコントロール協議会 古谷　良輔
SY2-6（D） 一地方都市における救命救急センターの取り組み

 ……………………………………… 公立豊岡病院  但馬救命救急センター 小林　誠人

10：30 ～ 12：00
シンポジウム 3（SY3）

 「地方における救急医療の工夫」
 座長 近畿大学医学部附属病院  救命救急センター 村尾　佳則
  日本医科大学大学院  医学研究科救急医学分野・
  同付属病院高度救命救急センター 横田　裕行

SY3-1（D） 窒息により心停止となったが適切な連携により救命しえた一例
 ……………………………… 埼玉医科大学国際医療センター  救命救急科 野村　侑史

SY3-2（D） 救急患者が集中しやすい地方都市中核病院の取り組み  
 〈夜間救急入院病棟設置と転院システムの紹介〉

 ……………………………………… 地方独立行政法人  広島市立病院機構  
 広島市立広島市民病院  救急科 高林　　健

SY3-3（D） 地方都市 2次救急医療機関における救急初期診療の工夫
 …………………………………………………… 加古川西市民病院  救急科 切田　　学

SY3-4（D） 3 都県から重症患者を受け入れる救命救急センターの問題点
 …………………………………………… 松戸市立病院  救命救急センター 庄古　知久
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SY3-5（D） 地方における救急医療の現状と課題（大分県）
 ………………………大分大学  医学部  附属病院  高度救命救急センター 重光　　修

SY3-6（D） 地元医療機関からの現場出動の取り組み   
 －大分県竹田市における地域DMAT活動－

 …………………………………………………………………竹田医師会病院 石井　一誠

14：00 ～ 14：30
会長講演

 地方の視点から救急医療の現状を語る
  富山大学大学院危機管理医学（救急・災害医学） 奥寺　　敬
 座長 一般社団法人  福島県医師会 高谷　雄三

14：30 ～ 15：30
特別講演 1（SL1）
SL1（E） 東京消防庁における救急隊指導医制度の沿革と今後の展望  
 （社会情勢の変革に対応してきた救急隊指導医制度）

  東京消防庁  救急部 新藤　　博
 座長 昭和大学病院 有賀　　徹

15：30 ～ 17：00
シンポジウム 4（SY4）

 「地域における救急医療の実状と課題」
 座長 鳥取大学医学部附属病院 本間　正人
  自治医科大学  救急医学教室 鈴川　正之

SY4-1（D） 地方中規模二次病院の総合診療力
 ……………………………………………… 社会医療法人緑壮会  金田病院 木下　公久

SY4-2（D） 離島救急医療応援体制　～都市病院とのパイプライン～
 ……………………………………… 岸和田徳洲会病院  救命救急センター 鈴木慧太郎

SY4-3（D） 相馬双葉地方における救急搬送の現状調査̶救急隊員へのアンケートを通じて
 …………………………………………… 福島県立医大  災害医療支援講座 西村　哲郎

SY4-4（E） 外傷システムの多角的整備が医療僻地の外傷患者救命に必要である
 ……………………………………………………鹿島地方事務組合消防本部 根本　　明

SY4-5（D） 大分県における救急医療の現状  
 －広域救急医療体制の構築による医療圏連携のあり方－

 ………………………大分大学  医学部  附属病院  高度救命救急センター 石井　圭亮
SY4-6（D） 地域救急医療の模索̶淡路スタイルの確立を目指して̶

 …………………………… 兵庫県立淡路医療センター  救命救急センター 吉田　　剛
SY4-7（D） 福島県における救急災害分野関連医療機器の開発

 ………………………………………… 福島県立医科大学  救急医療学講座 島田　二郎
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17：00 ～ 18：30
シンポジウム 5（SY5）

 「地方における救急医の建前と本音」
 座長 長野赤十字病院  救命救急センター 岩下　具美
  公立豊岡病院  但馬救命救急センター 小林　誠人

SY5-1（D） 放射線科医不在の当院にて経験した孤立性上腸間膜動脈解離の 2例
 ……………………………………… なめがた地域総合病院  救急科・内科 小田　有哉

SY5-2（D） 地方小病院における地方型救急医療への取り組み
 ……………………………………………… 北海道社会事業協会  余市病院 横山　和之

SY5-3（D） 岩手県沿岸北部における救急医療の現状と課題
 ………………………………………………………………岩手県立久慈病院 皆川　幸洋

SY5-4（D） 糸島市休日・夜間急患センターにおける  
 深夜受診（0～ 6時）患者の疾患と状況およびそのリスクに関する検討

 …………………………糸島市休日・夜間急患センター／朝倉医師会病院 恒吉　俊美
SY5-5（D） 当院における高齢者救命救急医療の変遷

 ……………………………………………… 島根県立中央病院  救命救急科 松原　康博
SY5-6（D） 当院における経過観察入院「ナイトベッド」の検証

 ……………………………………………… 新潟県厚生連  糸魚川総合病院 樋口　昭子
SY5-7（D） 院内の医療連携～救急医の建前と本音～

 ……………………………………………………………………荒尾市民病院 松園　幸雅

中会場（304 会場）

9：00 ～ 12：00
シンポジウム 6（SY6）

 「救急初期診療検査の標準化に向けて」
 座長 大阪市立大学大学院  医学研究科  救急医学 溝端　康光
  和泉市立病院  中央検査科 福田　篤久

SY6-1（D） 基調講演：救急初期診療のあり方
 ………………………………………………………………………市立堺病院 横田順一朗

SY6-2（D） 救急医が望む初期診療検査
 ………………………………横浜市立みなと赤十字病院救命救急センター 八木　啓一

SY6-3（D） 検査医が考える初期診療検査
 ………………………………………………岩手医科大学臨床検査医学講座 諏訪部　章

SY6-4（N） 救急外来看護師が望む救急初期診療検査
 ……………………………………………………… 和泉市立病院  救急外来 隈崎　聡美

SY6-5（ME） 救急検査認定技師が考える初期診療検査
 ………………………………………… 愛知医科大学病院  中央臨床検査部 森谷　裕司
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12：10 ～ 13：10
教育セミナー 1（ES1） 共催：日本光電工業株式会社
ES1（D） 救急初療における脳機能モニタリングの必要性と国内外の最新動向  
 ̶脳神経救急・集中治療，脳神経蘇生の進歩̶

  国際医療福祉大学熱海病院脳卒中・神経センター 永山　正雄
 座長 市立堺病院 横田順一朗

14：30 ～ 15：30
教育講演 1（EL1）
EL1（D） レジリエンス・エンジニアリングの医療安全への展開  
 ～うまくいっていることから学び，うまくいくことを増やす～

  大阪大学医学部附属病院中央クオリティマネジメント部 中島　和江
 座長 国士舘大学大学院  救急システム研究科 島崎　修次

15：30 ～ 19：00
合同企画 1（J1）

 「日本救急医学会　新しい専門医制度と救急科領域の方向性」
 座長 東京医科大学  救急・災害医学分野 行岡　哲男

J1-1（D） 専門研修プログラムによる専門医育成
 …………………………………………………横浜市立みなと赤十字病院／
 日本専門医機構専門研修プログラム研修施設評価・認定部門 四宮　謙一

J1-2（D） 救急科領域の新専門医更新基準について
 ……………………… 国立研究開発法人  国立国際医療研究センター病院  
 救命救急センター／
 日本救急医学会：新専門医更新対応特別委員会，
 指導医・専門医制度委員会 木村　昭夫

J1-3（D） 新専門医制度における救急科領域研修プログラム
 ……………………………………日本救急医学会研修プログラム委員会／
 帝京大学医学部救急医学講座 坂本　哲也

301 会場

9：00 ～ 10：00
一般演題　口演 8　（O8）

 「急性冠症候群」
 座長 京都大学  環境安全保健機構  健康管理部門 /健康科学センター 石見　　拓
  雄心会  函館新都市病院 浅井　康文

O8-1（E） 病院前 12 誘導心電図は急性心筋梗塞の判断に本当に有用か
 ………………………………………………………………岸和田市消防本部 一ノ瀬佳彦

O8-2（E） CPA症例の特定行為所要時間の短縮について
 …………………………………………………………………豊中市消防本部 田中　勝也
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O8-3（E） 急性心筋梗塞症例に対する救急隊の初動対応と転帰についての調査
 ……………………………………………………………久留米広域消防本部 廣重　嘉之

O8-4（E） 心肺停止搬送困難は改善されたか？  
 ̶埼玉県東部地域メディカルコントロール協議会の検討̶

 …………………………………………………………………蓮田市消防本部 茅野　俊幸
O8-5（D） 急性心筋梗塞患者カテーテル開始時間におけるドクターカーの効果

 ………………………………………… 石巻赤十字病院  救命救急センター 石橋　　悟
O8-6（D） 東京都内院外心停止患者に対する  
 Response time と救急車出動件数との関係（SOS-KANTO Study 2012）

 ………………………………………… SOS  KANTO  2012  Study  Group 鈴木　　昌
O8-7（E） 実施基準に基づく評価による急性冠症候群の診断能の検証

 ……………………………………………………………泉州南広域消防本部 上原　健一

10：00 ～ 11：30
一般演題　口演 9　（O9）

 「多臓器不全・集中治療」
 座長 香川大学医学部  救急災害医学 黒田　泰弘
  山口大学大学院  医学系研究科  救急・総合診療医学分野 鶴田　良介

O9-1（P） SIRS 発症時の腎クリアランス増大における  
 腎排泄型薬剤の血中濃度推移について～バンコマイシンの例～

 ……………………… 藤田保健衛生大学  総合救命救急センター・薬剤部 神谷　裕彦
O9-2（D） 敗血症性DIC に対するトロンボモジュリン製剤の効果  
 ～重症度と原因疾患に着目して～

 ………………………………………………… 淀川キリスト教病院  救急科 矢田　憲孝
O9-3（P） 多職種協働による人工呼吸器管理患者に対する  
 鎮痛・鎮静プロトコルの作成について

 …………………………………………………… 兵庫県立西宮病院  薬剤部 末森千加子
O9-4（D） 頻脈性不整脈に対するランジオロールの有用性と安全性

 …………………………… 東京女子医科大学東医療センター  救急医療科 栗山　桂一
O9-5（P） リコンビナントヒトトロンボモジュリンの有効性に関する検討

 …………………………………………………… 愛知医科大学病院  薬剤部 加藤　隆寛
O9-6（D） 敗血症性急性腎障害に対する PMX-DHPを併用した  
 AN69ST-CHDFおよび PMMA-CHDFの治療効果

 ………………………………………………… 京都第二赤十字病院  救急部 成宮　博理
O9-7（D） 呼吸不全改善を目的とした  
 Combined　respiratory　support（ComReS）の当院での使用経験

 ………………………………東京女子医科大学東医療センター救急医療科 栗山　桂一
O9-8（CE） 新しい持続緩徐式血液濾過器 sepxiris の臨床使用経験

 …………………………… 東京女子医科大学東医療センター  臨床工学部 小林　利道
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11：30 ～ 12：00
指定演題 1（D1）
D1（D） 日本版重症敗血症診療ガイドライン 2016 作成特別委員会の概略と  
 本ガイドラインが目指すもの

  藤田保健衛生大学医学部  麻酔・侵襲制御医学 西田　　修
 座長 順天堂大学医学部附属浦安病院  救急診療科 田中　　裕

14：30 ～ 16：10
パネルディスカッション 1（PD1）

 「ドクターヘリの運用と展開」
 座長 雄心会  函館新都市病院 浅井　康文
  独立行政法人国立病院機構長崎医療センター 髙山　隼人

PD1-1（D） 当院 Dr ヘリで対応した院外心肺停止 77 症例からえられた考察　  
 予後向上には何が必要？

 ……………………………………………… 青森県立中央病院  総合診療部 會田　悦久
PD1-2（D） 群馬県における「地域還元型」ドクターヘリ運用

 ………… 前橋赤十字病院  高度救命救急センター  集中治療科・救急科 町田　浩志
PD1-3（D） 消防共同指令化に伴うドクターヘリ運用の変化

 …………………………… 日本医科大学千葉北総病院  救命救急センター 益子　一樹
PD1-4（D） 現場救急事案における消防防災ヘリの活動の現状と課題

 ……………… 国立病院機構  熊本医療センター  救命救急・集中治療部 櫻井　聖大
PD1-5（D） ドクターヘリを補完する民間ヘリ：日本初の官民協定

 …………………………………… 社会医療法人緑泉会  米盛病院  救急科 冨岡　譲二
PD1-6（D） 効果的なドクターヘリ運用がもたらす有用性

 ……………………………………… 公立豊岡病院  但馬救命救急センター 小林　誠人
PD1-7（D） 神奈川県ドクターヘリの隣接県との過去の連携と  
 3 県連携体制後の課題と展望

 ………………………… 東海大学医学部付属病院  外科学系救命救急医学 青木　弘道
PD1-8（D） 救急救命士養成課程における体系的なドクターヘリ研修の導入について

 ………………………大阪大学  医学部  附属病院  高度救命救急センター 中川　雄公
PD1-9（D） ドクターヘリの効率的な運用－消防との円滑な連携への展開－

 ………………………大分大学  医学部  附属病院  高度救命救急センター 田邉　三思
PD1-10（D） 福島第一原子力発電所で発生した傷病者に対するドクターヘリの役割

 ………………………………… 福島県立医科大学  地域救急医療支援講座 伊関　　憲

16：10 ～ 16：40
教育講演 2（EL2）
EL2（N） 日本におけるドクターヘリフライトナースの活動と教育

  愛知医科大学病院  高度救命救急センター 坂田久美子
 座長 東海大学医学部付属病院 山崎　早苗
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16：40 ～ 17：10
教育講演 3　（EL3）
EL3（C） 基礎自治体における災害医療対策　＝地域における救急診療実施病院の役割＝

  摂南大学理工学部建築学科 池内　淳子
 座長 山形県立救命救急センター 森野　一真

17：10 ～ 18：40
一般演題　口演 10　（O10）

 「災害医療・災害トリアージ」
 座長 国立病院機構  災害医療センター 小井土雄一
  東京医療保健大学  東が丘・立川看護学部 石井美恵子

O10-1（D） SCU（航空搬送拠点臨時医療施設）の概念の再整理について
 ……………………………… 国立病院機構災害医療センター  臨床研究部 近藤　久禎

O10-2（N） 行政との合同防災訓練を体験した後の院内災害対策の変化
 ……………………………………………東京女子医科大学東医療センター 小林　孝子

O10-3（C） 南海トラフ地震における医療支援のあり方  
 ～ DMAT中部ブロック訓練結果（愛知県被災）から考える～

 …………………………………………愛知医科大学災害医療研究センター 小澤　和弘
O10-4（D） iJMAT構想　わが国の大規模災害時における  
 外国からの医療支援に関する考え方の試案

 …………………………………………………日本医師会総合政策研究機構 永田　高志
O10-5（D） 災害医療の観点からみた戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）

 …………………………… 国立病院機構  災害医療センター  臨床研究部 近藤　祐史
O10-6（P） 広域医療情報システム（EMIS）の効果的運用について

 ……………………………………………………… 総合大雄会病院  薬剤部 柴田　隼人
O10-7（D） 日本の災害マニュアルにおける指揮命令と調整の課題抽出について

 ………………………………………………… 岩手医科大学  救急医学講座 秋冨　慎司
O10-8（D） 災害時 primary triage area に医師は必要か

 ……………………… 東京都立多摩総合医療センター  救命救急センター 森川健太郎

302 会場

9：00 ～ 10：00
一般演題　口演 11　（O11）

 「緊急度判定・院内トリアージ」
 座長 名古屋掖済会病院  救命救急センター 北川　喜己
  日本看護協会看護研修学校  認定看護師教育課程  救急看護学科 木澤　晃代

O11-1（D） JTAS にて緊急度が高いと考えられている頭部外傷の受傷機転は  
 小児患者をオーバートリアージする可能性がある

 …………………………………… 都立小児総合医療センター  救命救急科 井上　信明



日臨救医誌（JJSEM）2015；18：119-95 143

第 2日（6月 5日）

O11-2（D） JTAS 基準で異常バイタルを呈する小児患者の緊急度を  
 看護師の判断で下げることは妥当である

 …………………………………… 都立小児総合医療センター  救命救急科 井上　信明
O11-3（N） Modified Early Warning System（MEWS）を用いた  
 救急入院患者の予後予測

 …………………………………………………………………潤和会記念病院 福迫　詩織
O11-4（D） 救急患者のトリアージにおける非侵襲的末梢循環モニタリングの有用性

 ………………………………………… 手稲渓仁会病院  救命救急センター 大西　新介
O11-5（N） トリアージシステムの見直しとスタッフ教育による  
 アンダートリアージの減少

 …………………………………………… 国立病院機構  熊本医療センター 甲斐　　彰
O11-6（D） JTAS 導入前後によるトリアージの変化：  
 脳卒中科入院となった患者での検討

 …………………………………………… 倉敷中央病院  救命救急センター 國永　直樹

10：00 ～ 11：30
ワークショップ 3（WS3）

 「急性中毒」
 座長 東京医科大学八王子医療センター  特定集中治療部 池田　寿昭
  富山大学附属病院  集中治療部 渋谷　伸子

WS3-1（D） 当院における乾燥まむしウマ抗毒素の使用とその副作用
 ……………………………………………………… 石巻赤十字病院  救急部 遠山　昌平

WS3-2（D） 有機リン中毒の臨床像と予後予測因子についての検討
 ……………………………………… 富山県立中央病院  救命救急センター 高相　裕司

WS3-3（E） 飲酒を伴う傷病者に対する除外診断について
 …………………………………………………枚方寝屋川消防組合消防本部 向井　重夫

WS3-4（D） 一酸化炭素中毒における凝固障害の検討
 ……………………………… 藤田保健衛生大学  医学部  救命救急医学科 津田　雅庸

WS3-5（D） 危険ドラッグ中毒 66 症例の検討
 ………………………………………………………………川崎市立川崎病院 近野　祐介

WS3-6（D） 救急外来において将来のアルコール関連の急死を予見できるか？
 ………………………………………… 京都府立医科大学  救急医療学教室 加藤　陽一

WS3-7（D） 危険ドラッグ使用後に救急搬送された症例の検討
 ……………………順天堂大学  医学部附属  練馬病院  救急・集中治療科 高見　浩樹

WS3-8（D） 当院におけるアルコール関連救急搬送症例の検討
 ………………………………………………………… 沖縄協同病院  救急科 宮崎　香織

WS3-9（D） マムシ咬傷の合併した急性腎不全の治療経験
 ………………………………………………国立病院機構別府医療センター 富来　公一
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11：30 ～ 12：10
特別講演 2 共催：レールダルメディカルジャパン株式会社
SL2（D） Simulation-Based Training in Critical Care

  Taiwan Society of Simulation in Acute and Critical Care Medicine　Chih-Wei Yang
 座長 帝京大学  救急医学講座 坂本　哲也

14：30 ～ 15：00
合同企画 2（J2）
J2（D） 日本脳神経外傷学会について

  日本大学医学部 脳神経外科／日本脳神経外傷学会 前田　　剛
 座長 かがわ総合リハビリテーション病院 河井　信行

15：00 ～ 18：00
合同企画 3（J3）

 日本脳神経外科救急学会共同企画  
 「救急医とともに考える神経蘇生のすすめ」
 座長 国際医療福祉大学熱海病院 永山　正雄
  伊那中央病院 北澤　公男

J3-1（D） 「指定発言」救急医とともに考える神経蘇生のすすめ
 …………… 関西医科大学付属滝井病院  脳神経外科／救命救急センター 岩瀬　正顕

J3-2（D） 脳神経外科救急初期診療コースの紹介
 …………… 関西医科大学付属滝井病院  脳神経外科・救命救急センター 岩瀬　正顕

J3-3（D） 神経蘇生の視点でみた Primary Neurosurgical Life Support の解釈
 …………………… 昭和大学江東豊洲病院  脳血管センター・脳神経外科 池田　尚人

J3-4（D） Primary Neurosurgical Life Support （PNLS） コースにおける  
 「モジュール C：脳ヘルニアと神経所見」の意義

 ……………………………………………………… 富山大学  危機管理医学 高橋　　恵
J3-5（D） 神経蘇生におけるシミュレーション教育の重要性

 …………………………………………………帝京大学医学部救急医学講座 安心院康彦
J3-6（D） 重症頭部外傷における脳室内出血の臨床的意義  
 ̶積極的治療抵抗因子の病態は何か

 ………………………… 日本医科大学大学院  医学研究科  救急医学分野 横堀　將司
J3-7（D） 診断に時間を要した頚椎化膿性脊椎炎の 1 例

 …………………………… 広島大学大学院医歯薬保健学研究院  救急医学 津村　　龍
J3-8（D） 「特別発言」救急医療における PNLS の有用性について

 …………………………………………日本臨床救急医学会教育研修委員会 安心院康彦

18：00 ～ 19：00
特別講演 3（SL3）
SL3（D） Emergency Medical System & History of KSEM

  Emergency Department, Wonju College of Medicine, Yonsei University Hyun Kim
 座長 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター 嶋津　岳士
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401 会場

9：00 ～ 10：30
ワークショップ 4（WS4）

 「機動力のある地方型救急医療には何が必要か？̶都市部と地方で求められる救急医療の違いと課題̶」
 座長 東北大学大学院  医学系研究科  外科病態学講座救急医学分野 久志本成樹
  八戸市立市民病院  救命救急センター 今　　明秀

WS4-1（D） 災害における自施設への多数傷病者受け入れ体制の構築
 ………………………… 弘前大学医学部附属病院  高度救命救急センター 伊藤　勝博

WS4-2（D） 山間地と都市部での救急医療への意識の違い
 ……………………………………………………… 聖路加国際病院  救急部 宮道　亮輔

WS4-3（D） 機動力のある地方型救急医療には何が必要か ?   
 ̶柔軟な重症患者搬送システム構築の必要性

 ………… あいち小児保健医療総合センター  総合診療科部  集中治療科 水野　光規
WS4-4（D） 宮崎が必要な救急医は，マルチプレイヤー

 ……………………………… 宮崎大学医学部附属病院  救命救急センター 安部　智大
WS4-5（D） 地方において機動力ある救急医療を求めた " 救急総合外科とは "

 …………………………………………… 北関東循環器病院  救急総合外科 荻野　隆史
WS4-6（E） 地域救急医療の充実に向けた大分県竹田市消防本部の取り組み  
 －医療消防連携－

 …………………………………………………………………竹田市消防本部 内那　洋介

10：30 ～ 12：00
ワークショップ 5（WS5）

 「救急医療の教育体制」
 座長 福井大学 林　　寛之
  兵庫医科大学  救急・災害医学 小谷　穣治

WS5-1（D） 神奈川病院前内科救急コースの 2014 年度開催報告と今後の課題
 …………………… 昭和大学江東豊洲病院  脳血管センター・脳神経外科 池田　尚人

WS5-2（C） ドクターカーの事後検証を基にしたシミュレーション教育  
 －緊急走行と現場活動のシミュレーションの効果－

 ……………………………………………………日本医科大学多摩永山病院 鈴木　健介
WS5-3（D） 現場救急隊の第一報に関する外傷写真を用いた多職種シミュレーション

 ………………………………………… 長野赤十字病院  救命救急センター 岩下　具美
WS5-4（D） 離島における Advanced-ICLS コース開催の試み

 …………………………………………………………………………隠岐病院 加藤　一朗
WS5-5（D） わが国はシミュレーション医学教育を通じて  
 「銃火の下の医療 Care under Fire」を学ぶことが出来るか？

 …………………………………………………日本医師会総合政策研究機構 永田　高志
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14：30 ～ 16：00
シンポジウム 7（SY7）

 「救急医学にはシミュレーション教育は必要か」
 座長 獨協医科大学越谷病院  救急医療科 池上　敬一
  近畿大学  救急医学 平出　　敦

SY7-1（D） AMLS （Advanced Medical Life Support）コースによる  
 救急外来診療のシミュレーション教育の試み

 …………………………………………… 東京大学医学部附属病院  救急部 園生　智弘
SY7-2（D） 救急医療の発展を支えるシミュレーション教育

 ………………………………………………………… 草加市立病院  救急科 南　　　和
SY7-3（D） 卒前教育における災害シミュレーション教育の有用性

 ……………………… 東邦大学医療センター大森病院  救命救急センター 本多　　満
SY7-4（D） 処置拡大講習におけるシミュレーション実習時の静脈路確保モデルの工夫

 ……………………………………… 札幌医科大学  医学部  救急医学講座 沢本　圭悟
SY7-5（D） 救急医学における Mastery learning のための  
 シミュレーション教育の重要性

 ………………………………………… 東京慈恵会医科大学  救急医学講座 武田　　聡
SY7-6（D） 救急医療にこそシミュレーション教育が必要である

 ………………………………………………… 済生会新潟第二病院  救急科 田山　雅雄
SY7-7（D） 重傷外傷症例に対し，  
 シミュレーション教育はチーム医療の確立に有用か？

 …………………………………… 京都第二赤十字病院  救命救急センター 石井　　亘
SY7-8（D） 救急医学は適切なシミュレーション教育を必要としている  
 ～ JPTECTM コース開催の経験から～

 …………………… 日本大学医学部  救急医学系  救急集中治療医学分野 山口　順子

16：00 ～ 17：00
ワークショップ 6（WS6）

 「シミュレーション研修」
 座長 川崎医科大学  救急医学 荻野　隆光

WS6-1（N） PCEC コース運営における看護師のかかわり
 ……………………………………… 脳神経センター大田記念病院  救急部 光永　英紀

WS6-2（D） in-situ シミュレーション（ISS），デブリーフィング評価ツールを通した  
 品質改善および指導者育成

 …………………………… あいち小児保健医療総合センター  集中治療科 池山　貴也
WS6-3（D） シミュレーション教育の効果は教育デザイン・組織デザインに依存する

 ………………… 獨協医科大学越谷病院  救急医療科  救命救急センター 池上　敬一
WS6-4（D） AMLS インストラクターは何をインストラクションしているのか ?

 ……………………………………………… 社会医療法人緑泉会  米盛病院  
 救急科・総合診療科・ラーニングセンター 松木薗和也
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17：00 ～ 18：00
合同企画 4（J4）
J4（D） 日本臨床救急医学会・患者安全推進委員会と  
 日本医療教授システム学会の連携プロジェクトについて

  獨協医科大学越谷病院  救急医療科 池上　敬一
 座長 東京ベイ・浦安市川医療センター 藤谷　茂樹

508 会場

15：30 ～ 18：30
ケースマップによるトレーニングシナリオ作成塾（CO7）

  帝京大学医学部救急医学講座 安心院康彦

509 会場

9：00 ～ 10：00
一般演題　口演 12　（O12）

 「救急業務」
 座長 広島国際大学  保健医療学部  救急救命学専攻 安田　康晴

O12-1（C） 救急自動車の振動と防振架台の効果－第 3 報－－防振架台の特性－
 ……………広島国際大学  保健医療学部  医療技術学科  救急救命学専攻 安田　康晴

O12-2（E） 救急活動中の交通事故発生時に傷病者と医療者の命を守る  
 －救急車の赤色灯を補完する反射材についての考察－

 ………………………………………………………北アルプス広域消防本部 吉沢　彰洋
O12-3（E） 救急資器材清掃チェックリストのアンケート結果について

 ………………………………………………… 北後志消防組合  余市消防署 山地　泰輝
O12-4（C） 救急蘇生統計データ入力の実態とエラー発生との関連  
 －消防本部へのアンケートによる調査－

 ………………………………………………………… 筑波大学  医学医療系 藤江　敬子
O12-5（C） 通信指令員の 119 番聴取と救急内容のマッチングについて

 …………………………………………………………………桐生市消防本部 木村　恭二

10：00 ～ 11：00
一般演題　口演 13　（O13）

 「外傷・多発外傷（1）」
 座長 医療法人医誠会  医誠会病院 川嶋　隆久

O13-1（D） 救急搬送されたアメリカンフットボール（アメフト）関連外傷の検討
 ……………………………………… 川崎市立川崎病院  救命救急センター 春成　　学
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O13-2（D） 最近 4 年間に当院へ搬送された外傷症例では 30 例が Under triage
 …………………………… 日本医科大学多摩永山病院  救命救急センター 諸江　雄太

O13-3（D） 外傷患者における来院時 Hb に影響をおよぼす因子の検討
 ………………………………… 奈良県立医科大学  高度救命救急センター 川井　廉之

O13-4（D） MR spectroscopy を用いた重症頭部外傷患者の  
 脳機能予後評価についての検討

 ………………………………………………東京慈恵会医科大学附属柏病院 長谷川意純
O13-5（D） 眼窩底骨折に全例眼科への紹介は必要か？

 …………………………………………神戸市立医療センター中央市民病院 神谷　侑画
O13-6（D） 外傷患者への現場での気管挿管は外傷患者の生命予後を悪化させる

 ……………………………………… 東京医科歯科大学  救命救急センター 白石　　淳

11：00 ～ 12：00
一般演題　口演 14　（O14）

 「外傷・多発外傷（2）」
 座長 順天堂大学医学部附属練馬病院  救急集中治療科 杉田　　学

O14-1（D） 同時発生した複数の重症外傷者事案に対し，  
 メディカルコントロールが有効であった事例

 ………………………………………… 那須赤十字病院  救命救急センター 長谷川伸之
O14-2（D） 当院ラピッドレスポンスカー出動から始まった  
 トラウマバイパスにより救命しえた鈍的外傷性心破裂の一例

 ……………………………………… 兵庫県立西宮病院  救命救急センター 毛利　智好
O14-3（D） 当救命救急センターにおける横浜市重症外傷センター運用開始後の現状

 ……………………………………………… 横浜市立大学医学部  救急医学 中村　京太
O14-4（D） 患者にもスタッフにも優しい重症外傷診療システムの 1 提案

 ……………………………………… 市立堺病院  救急センター  救急外科 中田　康城
O14-5（D） Walk in 受診した外傷性急性硬膜下血腫の検討

 ……………………………………………………………… 飯塚病院  救急部 山田　哲久
O14-6（C） 当院における，外傷患者での転送搬送の検討

 ………………………………………………埼玉医科大学国際医療センター 岸田　全人

14：30 ～ 15：40
シンポジウム 8（SY8）

 「バイスタンダーのサポートをするためのシステムづくり」
 座長 岡山赤十字病院 石井　史子
  日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急センター 松田　　潔

SY8-1（D） 海浜で溺者を救うライフセーバーの体制とその意義
 …………………………………………… 東海大学  医学部  救命救急医学 中川　儀英

SY8-2（E） バイスタンダーフォローアップの取組みから  
 （現場活動を行う救急救命士の意識調査から）

 ………………………………………………………… 岡山市消防局  救急課 広瀬　　勝
SY8-3（E） バイスタンダーのサポートをするためのシステム作り

 ………………………………………………………………………東京消防庁 芳賀　　敏
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SY8-4（D） バイスタンダーのストレス軽減についての工夫
 …………………………… 特定非営利活動法人  大阪ライフサポート協会 西本　泰久

SY8-5（E） 一次救命処置実施時の心的ストレス：  
 老人福祉施設の職員に対する調査報告

 …………………………………………………………愛知県小牧市消防本部 田島　典夫
SY8-6（D） 小学生への心肺蘇生普及活動

 ……………………………………………大阪府立中河内救命救急センター 岸本　正文

15：40 ～ 16：30
一般演題　口演 15　（O15）

 「バイスタンダー」
 座長 東京慈恵会医科大学附属柏病院  救命救急センター 卯津羅雅彦

O15-1（D） 県民を対象とした救命救急入門講習会 ̶香川県での試み̶
 ……………………………………………………………… 香川大学  医学部 中村　丈洋

O15-2（C） 保育サポーターを対象とした BLS 講習の実践と効果検証：  
 ミニクイズとチェックリストの導入結果を踏まえて

 …………………… 自治医科大学  メディカルシミュレーションセンター 淺田　義和
O15-3（D） 小学校での講演の経験～キャリア教育と命の教育

 ……………………………… 静岡赤十字病院  救命救急センター・救急科 中田　託郎
O15-4（C） 多摩市における心肺蘇生法の普及状況と改善の方策

 …………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科 中尾　誠宏
O15-5（D） 頭と心に残る心肺蘇生法講習を  
 ～小学生に対する心肺蘇生法講習とその知識定着調査～

 ……………… 神戸市立医療センター  中央市民病院  救命救急センター 林　　卓郎

16：30 ～ 17：50
一般演題　口演 16　（O16）

 「最近の災害」
 座長 金沢医科大学  救急医学 和藤　幸弘
  順天堂大学  医学部付属  静岡病院 柳川　洋一

O16-1（D） 局地集団災害としての御嶽山噴火災害に対する  
 長野県 DMAT の対応と今後の課題

 …………………………………………… 飯田市立病院  救命救急センター 神頭　定彦
O16-2（N） 災害時におけるフライトナースの役割 ～御嶽山噴火事案を経験して～

 ………………………信州大学  医学部  附属病院  高度救命救急センター 江津　　篤
O16-3（D） 平成 26 年 8 月豪雨広島土砂災害における医療の現場介入 9 症例の集計

 …………………………………………… 県立広島病院  救命救急センター 山野上敬夫
O16-4（N） 御嶽山噴火災害における DMAT 活動を通した看護師の病院前活動の検討

 ………………………………… 飯田市立病院  看護部  救命救急センター 井坪　政和
O16-5（D） 御嶽山噴火災害における信州大学 DMAT の活動報告

 ……………………… 信州大学  医学部  救急科・高度救命救急センター 小林　尊志
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O16-6（E） 救急救命士による静脈路確保が  
 瓦礫下の心肺機能停止前傷病者の救命につながった症例

 ……………………………………………………………………広島市消防局 大賀　将克
O16-7（D） 御嶽山噴火災害における  
 災害派遣医療チーム（DMAT）の活動から得られた教訓

 …………………………… 長野県厚生農業協同組合連合会  佐久総合病院  
 佐久医療センター  救命救急センター 佐藤　栄一

O16-8（N） 地域の災害関係機関参加型訓練の効果と課題  
 ～長野県神城断層地震災害対応から～

 ………………………………………………………………市立大町総合病院 中村　厚子

611 会場

9：00 ～ 10：30
パネルディスカッション 2（PD2）

 「病院前医療体制における ICT 活用はどこまで進んだか」
 座長 岐阜大学大学院  医学系研究科  救急・災害医学分野 小倉　真治
  日本医科大学付属病院  救命救急科 布施　　明

PD2-1（D） 奈良県における救急搬送の可視化を目指した ICTシステム の現状
 ………………………………………………… 奈良県立医科大学  救急医学 奥地　一夫

PD2-2（D） スマートフォンアプリを活用した  
 医療機関選定支援システムの構築について

 ………大阪府健康医療部  保健医療室  医療対策課  救急・災害グループ 池側　恭洋
PD2-3（N） 当院救急外来における救急情報共有システム運用に関する検討

 ………………………………………………… 千葉市立青葉病院  救急病棟 末岡　朋子
PD2-4（C） 救急搬送情報共有システム（ETIS）導入した地域における  
 5 年間の運用実績と今後の課題

 …………………………………………………愛知県救急医療情報センター 清水　　茂
PD2-5（D） デジタルペンを用いた地域のメディカルコントロール体制強化を  
 目的とした医療システムの構築

 ……………………………………………………… 川崎医科大学  救急医学 井上　貴博
PD2-6（D） 大分県遠隔画像伝送システム  
 －病院前医療体制における ICT活用の現状－

 ………………………大分大学  医学部  附属病院  高度救命救急センター 石井　圭亮
PD2-7（D） ICTを活用した救急搬送患者レジストリによる  
 二次医療圏規模の病院前医療体制の把握

 ……………… りんくう総合医療センター  大阪府泉州救命救急センター 中尾　彰太
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10：30 ～ 11：30
一般演題　口演 17　（O17）

 「救急看護」
 座長 東海大学医学部付属病院  看護部 剱持　　功

O17-1（N） CPR 記録の導入に向けた取り組み　  
 ～シミュレーションを行っての検証～

 ………………………………… 医療法人  宇治徳洲会病院  救命センター 中西　紀彦
O17-2（N） プレホスピタルにおける看護師の推論パターンの傾向

 ………………………………………… 北九州総合病院  救命救急センター 樋口　　優
O17-3（N） 病院前救急診療におけるポッター症候群出生時の関わり  
 ～自宅分娩から病院までの寄り添う看護～

 ………………………………………… 中津川市民病院  病院前救急診療科 高橋さやか
O17-4（N） 重症処置室開設後の稼働状況と今後の課題

 ………………………………………… 厚生連高岡病院  救命救急センター 細木美奈子
O17-5（N） 救急外傷看護チェックシートの運用と評価

 ………………………………………………………………市立砺波総合病院 吉田　真紀

11：30 ～ 12：00
教育講演 4（EL4）
EL4（N） 地域の看護師と看護師をつなぐ  
 北海道災害看護支援コミュニケーション（EZO看）の活動

  北海学園大学大学院  経営学研究科 太田　晴美
 座長 高知県立大学  看護学部 西塔依久美

14：30 ～ 16：00
パネルディスカッション 3（PD3）

 「心停止後症候群の社会復帰の向上には何が必要か」
 座長 静岡県立総合病院 野々木　宏
  愛媛大学 相引　眞幸

PD3-1（D） 口頭指導はCPA予後を改善させる　  
 ̶熊本市消防局CPA活動記録検討より̶

 ……………………………熊本大学  医学部  附属病院  救急・総合診療部 金子　　唯
PD3-2（C） 地域へのファーストレスポンダー体制導入の課題

 ……… 自治医科大学  救急医学講座  （国立病院機構災害医療センター） 豊國　義樹
PD3-3（D） 「住民全員が応急手当のできる町」津野町における  
 First Responder 体制の構築と救急医療支援体制の確立

 ……………………… 社会医療法人近森会  近森病院  救命救急センター 杉本　和彦
PD3-4（D） ドクターヘリは心停止蘇生後の社会復帰率を向上させる一つの方策である

 ……………………………………… 公立豊岡病院  但馬救命救急センター 前山　博輝
PD3-5（E） 救急現場での脳酸素飽和度（rSO2）は  
 「目撃の有無」に代わる情報となるか

 …………………………………………………… 大阪市消防局  中央消防署 野村　順二
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PD3-6（D） VFの更なる予後改善を目指した  
 電気ショックの効果予測指標 Signal Integral についての検討

 …………………………………………………東海大学医学部救命救急医学 中川　儀英
PD3-7（D） 肺停止蘇生後患者の長期予後調査̶社会復帰を見据えた治療戦略の礎に

 ……………………………… 神戸市立医療センター中央市民病院  麻酔科 浅香　葉子

16：00 ～ 17：30
パネルディスカッション 4（PD4）

 「心肺停止の病態」
 座長 日本大学病院  循環器内科 長尾　　建
  三重大学医学部附属病院  救命救急センター 今井　　寛

PD4-1（D） 愛知県における急性心筋梗塞調査
 …………………………………………………………名古屋第一赤十字病院 花木　芳洋

PD4-2（D） 病院外心停止に対する包括的治療体制の構築に関する研究（CRITICAL）  
 ～開始後半年間のデータ概説

 ………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター 山田　知輝
PD4-3（D） 都市型救命救急センターにおける院外心肺停止症例の現状と今後の課題

 ……………………………………… 横浜市立市民病院  救命救急センター 伊巻　尚平
PD4-4（D） Post cardiac arrest syndrome 症例における転帰に関わる因子　  
 － SOS-KANTO 2012 study group での検討－

 ………………………………………… SOS-KANTO  2012  study  group 櫻井　　淳
PD4-5（D） 当院に搬送された窒息による心肺停止症例のまとめ

 ………………………………………………………… 関西労災病院  救急部 高松　純平
PD4-6（D） 病院前において蘇生を希望しない意志を示した  
 心肺停止事例への対応の現状について

 ……………………………………………………………救急救命東京研修所 田邉　晴山

612 会場

9：00 ～ 10：00
一般演題　口演 18　（O18）

 「医療安全（1）」
 座長 大阪府看護協会教育研修部  救急看護認定看護師教育課程 寺師　　榮
  東京医科大学  医療の質・安全分野 三木　　保

O18-1（R） 救急診療におけるインシデント・アクシデント事案の調査
 …………………………………医療法人財団  済美会  昭和病院  放射線部 須賀　龍也

O18-2（D） 都市部大学病院ER診療における安全対策  
 ～インシデント・アクシデントレポートの分析より～

 …………………………………………… 慶應義塾大学  医学部  救急医学 佐々木淳一
O18-3（D） 当院における院内緊急コール症例の検討

 ……………………………………………………… 勤医協中央病院  救急科 杉浦　　岳



日臨救医誌（JJSEM）2015；18：119-95 153

第 2日（6月 5日）

O18-4（N） 院内緊急コールの分析　～院内ウツタイン様式から課題を明らかにする～
 …………………………………… 地方独立行政法人  京都市立病院  機構 寺崎　昌美

O18-5（D） 救命救急センターにおいて協議を要した事案の抽出と解析
 ……………………………………… 東京医科大学病院  救命救急センター 織田　　順

O18-6（C） 医療安全チームによる病棟内 in-situ simulation における CPRの質評価
 …………………………………………………帝京大学医学部救急医学講座 竹内　保男

10：00 ～ 11：00
一般演題　口演 19　（O19）

 「医療安全（2）」
 座長 愛知医科大学医学部シミュレーションセンター 川原千香子
  岐阜大学附属病院  医療安全管理室 熊田　恵介

O19-1（N） RRS（rapid　response　system）の周知と起動について  
 病棟回診がもたらす効果

 …………………………… 大阪市立総合医療センター  救命救急センター 川口なぎさ
O19-2（N） RRS（rapid response system）導入の必要性　ICU入室患者の解析から

 ……………………………………………………………………彦根市立病院 中村　紀子
O19-3（N） 病棟急変で ICUへ緊急入室した症例の入室時間によるRRS の検証

 …………………………… 大阪市立総合医療センター  救命救急センター 木村　千穂
O19-4（N） コードブルーチームのコール内容から検証したRRTの病棟回診の効果

 …………………………… 大阪市立総合医療センター  救命救急センター 草野沙矢香
O19-5（N） Rapid Response Team （RRT）看護師に対する  
 シミュレーション教育の効果

 ………………………… 北里大学病院集中治療センター  RST・RRT室 森安　恵実
O19-6（D） 生理学的異常の発見の遅れは院内急変死亡率の悪化を及ぼす：  
 RRS 未整備施設での院内急変 ICU入室症例の検討

 …………… 前橋赤十字病院高度救命救急センター  集中治療科・救急科 宮崎　　大

11：00 ～ 12：10
一般演題　口演 20　（O20）

 「救急救命士の再教育」
 座長 愛知医科大学  災害医療研究センター 小澤　和弘

O20-1（C） 救急救命士再教育充実のための試み
 ……………………………………………………… 自治医科大学  救急医学 橋本　光雄

O20-2（E） 地方における救急ワークステーションの運用と  
 救急救命士の再教育について

 ………………………………………………………………糸魚川市消防本部 長野　隆一
O20-3（N） 救急救命士の参加型病院実習導入の取組み

 ………………………… 公益財団法人  天理よろづ相談所病院  救急病棟 池内　理恵
O20-4（D） 処置範囲拡大認定救命士の対応症例提示とその検討

 …………………………… 愛知医科大学医学部  地域救急医療学寄附講座 青木　瑠里
O20-5（C） 救急救命士育成過程における通信指令員教育の検討

 …………帝京大学  医療技術学部  スポーツ医療学科  救急救命士コース 成川　憲司
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O20-6（E） 収容依頼スキル向上に関する取り組み  
 ～再教育中に救急隊の収容依頼を受信する～

 …………………………………………………………………草加市消防本部 山崎　裕人
O20-7（C） 救急救命士が使用する声門上気道デバイスの使用と教育の現状と課題

 ……………広島国際大学  保健医療学部  医療技術学科  救急救命学専攻 安田　康晴

14：30 ～ 15：30
教育講演 5（EL5）
EL5（N） Simulation-assisted planning,   
 execution and evaluation of medical surge capacity

  Centre for Teaching & Research in Disaster Medicine and   　
  Traumatology (KMC), Linkoping University　Heléne Nilsson
 座長 大分大学医学部附属病院  高度救命救急センター 重光　　修

15：30 ～ 16：30
一般演題　口演 21　（O21）

 「医療連携の試み」
 座長 順天堂大学医学部附属練馬病院  救急集中治療科 杉田　　学

O21-1（C） 民間救急車活用の可能性について
 …………………………… 京都大学  医学研究科  安寧の都市ユニット／
 京都橘大学  現代ビジネス学部救急救命コース 北小屋　裕

O21-2（C） 当院救命救急センターにおける院内救急救命士の現状と今後の展望
 ……………………… 社会医療法人近森会  近森病院  救命救急センター 藤中　奈美

O21-3（C） 病院救急救命士の役割　業務の拡大を目指して
 ………………………………………………… 東京警察病院  救急センター 古庄　祐一

O21-4（C） 静岡県立総合病院に勤務する「病院救命士」の活動報告
 ……………………………………… 静岡県立総合病院  救命救急センター 大石香菜子

O21-5（N） 当院における国立病院機構認定診療看護師（JNP）の現状報告と課題
 …………………… 国立病院機構  仙台医療センター  チーム医療推進室 鈴木なつみ

O21-6（D） 警察と救命センターの連携による  
 交通事故被害者・家族への早期支援の試み

 …………………………… 川崎市立川崎病院  救命救急センター  救急科 大城　健一

16：30 ～ 17：30
一般演題　口演 22　（O22）

 「AED・PAD」
 座長 大阪府済生会千里病院  千里救命救急センター 林　　靖之

O22-1（S） 公共AED装着例での，バイスタンダーの一次救命処置対応の質の検討
 …………………………………………… 金沢大学  医薬保健学総合研究科 西　　大樹

O22-2（D） 演題取り下げ

O22-3（E） 市民AED導入から 10 年　現在のAED使用と生存状況について
 ………………………………………………………………………東京消防庁 黒澤　英樹



日臨救医誌（JJSEM）2015；18：119-95 155

第 2日（6月 5日）

O22-4（S） 横浜市救急条例指定施設におけるAED設置と  
 PAD（Public Access Defibrillation）施行の実態調査

 ……………………………………………………横浜市立大学医学部医学科 山崎　将頌
O22-5（S） 横浜市内のAED配置状況の検証   
 ̶PAD（Public Access Defibrillation）実施率から̶

 ……………………………………………… 横浜市立大学  医学部  医学科 島田　航輔
O22-6（D） CPR First Versus Shock First

 ………………………………………… 愛知県厚生連  江南厚生病院救急科 竹内　昭憲

17：30 ～ 18：00
指定演題 2（D2）
D2（D） 阪神淡路大震災時淡路病院映像と  
 災害エスノグラフィーによる災害医療教育の試み

  神戸百年記念病院  内科 水谷　和郎
 座長 県立広島病院  救命救急センター 山野上敬夫

613 会場

14：30 ～ 15：00
指定演題 3（D3）
D3（D） 救急医に必要な死亡時画像診断：Ai（Autopsy imaging）の知識

  国立病院機構北海道医療センター  救命救急センター救急科 七戸　康夫
 座長 東京都立広尾病院 佐々木　勝

15：00 ～ 16：30
合同企画 5（J5）

 「日本組織移植学会の歴史とその発展の経緯」
 座長 公益社団法人日本臓器移植ネットワーク 篠崎　尚史
  国士舘大学  救急システム研究科 田中　秀治

J5-1（D） 日本組織移植学会の歴史とその発展の経緯
 ……………………………………………………… 日本組織移植学会  理事 田中　秀治

J5-2（C） 日本組織移植学会によるコーディネーター育成とその役割
 ……………………………… 日本組織移植学会コーディネーター委員会，
 東京歯科大学市川総合病院  角膜センター・アイバンク 青木　　大

J5-3（C） 日本組織移植における組織バンクの認定制度
 …………………………… 一般社団法人日本スキンバンクネットワーク，
 杏林大学医学部付属病院  臓器・組織移植センター 明石　優実

J5-4（C） 羊膜バンクの活動とその効果
 ……………………………………………… 公益財団法人兵庫アイバンク，
 京都府立医大アイバンク・組織バンク 渡邉　和誉
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J5-5（D） 日本臓器移植ネットワークと日本組織移植学会との連携について
 ……………………………………公益社団法人日本臓器移植ネットワーク 篠崎　尚史

16：30 ～ 18：00
一般演題　口演 23　（O23）

 「熱傷・PBEC」
 座長 防衛医科大学校防衛医学研究センター  外傷研究部門 齋藤　大蔵
  独立行政法人  地域医療機能推進機構  中京病院  救急科 上山　昌史

O23-1（D） PBECのコースの概要
 ……………………………………日本熱傷学会プレホスピタル特別委員会 上山　昌史

O23-2（D） PBECのコース展開の展望と熱傷医療標準化の試み
 …………………………………………日本熱傷学会プレホスピタル委員会 春成　伸之

O23-3（E） PBECコースと消防組織の今後の参加に向けて
 ……………………………………………………柏原羽曳野藤井寺消防組合 兼崎　陽太

O23-4（C） PBEC試行コースの受講状況と期待される効果
 ………………………………………………………………………京都橘大学 関根　和弘

O23-5（D） 病院前熱傷医療と病院内熱傷初療の標準化にむけての PBECの役割
 ……………………………………… 東京医科大学病院  救命救急センター 織田　　順

701 会場

9：00 ～ 10：30
パネルディスカッション 5（PD5）

 「救急医療における多職種連携」
 座長 大阪府三島救命救急センター 三宅千鶴子
  藤沢市民病院  救命救急センター 阿南　英明

PD5-1（N） 院内の急変対応への現状
 ……………………………………………………………………彦根市立病院 藤川　真人

PD5-2（D） 煙を用いたシミュレーション防火訓練　防火扉の役割と危険性
 ……………………………………… 松戸市立病院  集中治療管理センター 森本　文雄

PD5-3（C） 救命救急センター看護師との連携による遺族への介入と支援
 …………………………………………… 聖路加国際病院  医療社会事業科 神田　美佳

PD5-4（D） 救急医療施設と高齢者施設との，高齢者救急についての情報交換の試み
 ………………………………… 津軽保健生活協同組合  健生病院  救急科 太田　正文

PD5-5（D） 外傷診療におけるチーム医療の実践：出血重症度情報の共有
 ……………………………………… 前橋赤十字病院  救急科・集中治療科 小倉　崇以

PD5-6（N） 単独型三次救命救急センターにおける  
 「在宅復帰率 75％以上」維持への取り組み

 ……………………………… 公益財団法人  大阪府三島救命救急センター 堀口由美子
PD5-7（D） 都市型二次救急病院ERにおける多職種連携の取り組みと課題

 ……………………………………………………………京都市立病院救急科 國嶋　　憲
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PD5-8（S） 救急医療における多職種連携を学生が学ぶための取り組み
 ……………………………………………………… 大阪大学医学部  医学科 山本　暁大

10：30 ～ 12：00
パネルディスカッション 6（PD6）

 「救急医療スタッフのストレス」
 座長 東京慈恵会医科大学  救急・医学講座 土肥　謙二
  聖路加国際病院救命救急センター 柳沢八重子

PD6-1（N） 閉鎖的空間で働く救命救急センター看護師のストレス
 ……………………… 川口市立医療センター  看護部  救命救急センター 宮本　　直

PD6-2（D） 心肺蘇生法を実施したバイスタンダーの精神的ストレスの検討
 …………………………… 熊本大学  医学部附属病院  救急・総合診療部 笠岡　俊志

PD6-3（E） 臨床救急関係者の具体的な惨事ストレス対策の必要性とその効果に関する検証
 …………………………………………………………東京消防庁福生消防署 八櫛徳二郎

PD6-4（E） 消防組織と個人併せた職員の健康管理について　－平成 25 年度調査結果から－
 …………………………………………鳥取県西部広域行政管理組合消防局 白石　鉄平

PD6-5（E） 救急隊員に対する惨事ストレスケア対策の課題から考察する  
 効率的な惨事ストレスケアについて

 ……………………………………… 東京消防庁  臨港消防署  月島出張所 野村　　亮
PD6-6（D） 地方と都市における救急医のストレスの比較

 ……………………………………… 杏林大学  保健学部  公衆衛生学教室 岡本　博照
PD6-7（D） 病院前救急診療を行う看護師の心理状態とその特徴

 ………………………… 日本医科大学  大学院医学研究科  救急医学分野 増野　智彦

12：10 ～ 13：10
教育セミナー 2（ES2） 共催：ラジオメーター株式会社
ES2（D） 東京大学医学部附属病院における JTASおよび POCTを用いた  
 総合救急診療への取組みと今後の発展性

  東京大学医学部附属病院救命救急センター  災害医療マネジメント部 軍神　正隆
 座長 埼玉医科大学総合医療センター 堤　　晴彦

14：30 ～ 16：00
シンポジウム 9（SY9）

 「熱中症委員会企画　熱中症診療ガイドライン」
 座長 昭和大学医学部  救急医学 三宅　康史
  日本医科大学大学院医学研究科救急医学分野・
  日本医科大学付属病院高度救命救急センター 横田　裕行

SY9-1（C） 熱中症の発生に関係する気象条件
 ……………………………………… 一般財団法人  気象業務支援センター 登内　道彦

SY9-2（D） 熱中症発症の危険因子と新しい冷却方法
 ………………… 山口大学大学院医学系研究科  救急・総合診療医学分野 小田　泰崇

SY9-3（D） 熱中症における後遺障害および冷却目標温度，冷却時間に関する検討
 …………………………………………… 昭和大学  医学部  救急医学講座 中村　俊介



日臨救医誌（JJSEM）2015；18：119-95158

SY9-4（D） 熱中症診療ガイドライン（CQ9，11）：  
 熱中症における臓器障害に有効な治療と，熱中症死亡例の特徴

 …………………………………………… 会津中央病院  救命救急センター 白石振一郎
SY9-5（D） 熱中症ガイドラインの策定経過と発生頻度，DIC 治療

 ………………………………………………… 昭和大学  医学部  救急医学 三宅　康史
SY9-6（D） 熱中症診療ガイドラインにおけるCQ作成（CQ5）

 ……………………… 東京都立多摩総合医療センター  救命救急センター 清水　敬樹

16：00 ～ 17：10
パネルディスカッション 7（PD7）

 「救急医療における医療安全」
 座長 日本医科大学多摩永山病院  救命救急センター 畝本　恭子
  杏林大学保健学部  救急救命学科 和田　貴子

PD7-1（D） 救急科専門医が常駐専任で行うERのコーディネート業務は  
 診療の質と安全性を向上させる

 ……………………………………………… 東京都立墨東病院  救急診療科 岡田　昌彦
PD7-2（D） 米国における救急医療領域の医療安全に関する教育のあり方

 ……………………………… テキサス大学南西部医療センター  救急医学 児玉　貴光
PD7-3（D） チームトレーニングTeam STEPPS とその救急医療安全管理への効果

 ………… 国際医療福祉大学熱海病院  神経内科  脳卒中・神経センター 永山　正雄
PD7-4（D） Rapid Response Systemによる終末期医療への関わり

 …………………………… 大阪市立総合医療センター  救命救急センター 有元　秀樹
PD7-5（D） Rapid Response System（RRS）導入は中規模病院に何をもたらすか？

 …………………………………… 国立病院機構嬉野医療センター  救急科 藤原　紳祐
PD7-6（D） 医療安全を基軸にした off-the-job training コースの積極的導入が  
 救急医療・院内医療安全の向上に繋がる

 ………………………………… 医療法人医誠会  医誠会病院  救命救急科 川嶋　隆久

17：10 ～ 18：10
一般演題　口演 24　（O24）

 「ドクターカー」
 座長 中津川市民病院  病院前救急診療科 間渕　則文

O24-1（N） ドクターカー出動により救命できた外傷性緊張性気胸の一例  
 ～ドクターカーに看護師が同乗する利点～

 ………………………………………… 石巻赤十字病院  救命救急センター 田村　貴子
O24-2（C） 川崎幸病院のドクターカーにおける救急救命士の活動と今後の展望

 …………………………………………………………… 石心会  川崎幸病院 石川　恭資
O24-3（D） 高崎ドクターカーシステムの運用実績と問題点

 …………………………………………………………高崎総合医療センター 福江　　靖
O24-4（D） ドクターカーは診療開始までの時間を短縮し患者予後を良化する

 ……………独立行政法人  国立病院機構  高崎総合医療センタ－  救急科 小池　俊明
O24-5（D） 外傷症例に対する北里大学病院ドクターカーシステムの有用性

 …………………………………………… 北里大学  医学部  救命救急医学 山谷　立大
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O24-6（D） ドクターカー適正運用に向けた当救命救急センター搬入症例の分析
 …………………社会医療法人  仁愛会  浦添総合病院  救命救急センター 八木　正晴

702 会場

9：00 ～ 10：30
一般演題　口演 25　（O25）

 「救急医療連携」
 座長 福島県立医科大学  地域救急医療支援講座 伊関　　憲

O25-1（CE） 自治体病院における  
 救命救急センター内業務サポート部門（ER-Aide）の立ち上げ

 …………………………………………………… 公立陶生病院  臨床工学部 樋口　知之
O25-2（N） 救急外来でのケースワーカーの介入の効果

 ………………………………………………… JAとりで総合医療センター 染谷　泰子
O25-3（N） 当院における病院前救急診療研究会の評価と今後の展望

 ……………………………………… 筑波メディカルセンター病院  看護部 内田　里実
O25-4（N） 集中治療室での面会に対する医療者の認識

 …………………………………………………………… 関西労災病院  ICU 中岡　沙織
O25-5（C） 三次救急受入患者の退院支援における連携のあり方  
 ～大阪緊急連携ネットワーク発足後の経過と取組について～

 ……国立病院機構  大阪医療センター  医療相談室  ソーシャルワーカー 太田　裕子
O25-6（N） 救急外来における患者・家族の意思決定支援　  
 ～治療方針の決定について～

 …………………………………………………筑波メディカルセンター病院 松崎八千代
O25-7（D） 岡山市における身体・精神合併症救急連携モデル事業の現状

 ……………………………………………………岡山県精神科医療センター 高瀬　真知

10：30 ～ 11：30
一般演題　口演 26　（O26）

 「BLS教育」
 座長 川崎医科大学  救急総合診療医学講座 氏家　良人

O26-1（D） 外国人に対する一次救命処置及び外傷初期処置教育の実施経験   
 ̶国際的医療貢献としての有用性̶

 ………………………………………………………………自衛隊横須賀病院 黒川　貴幸
O26-2（D） 極限状態における医学についての研修

 …………………………………………………… 三重大学  医学部附属病院 武田　多一
O26-3（C） 救急隊員の介護技術調査

 ……………………………………………………………………鳥取看護大学 細田　武伸
O26-4（D） 老人介護施設のスタッフに対する  
 救急・応急処置の教育と理解度，今後の課題

 …………………………………………… 札幌医科大学  医学部  神経内科 齊藤　正樹
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O26-5（D） 警察官に対する病院前外傷初期診療の標準化教育についての取り組み  
 （県警機動隊 JPTECコースを通じて）

 …………………………… 埼玉医科大学  国際医療センター  救命救急科 関根　康雅
O26-6（C） ラオス国における外傷教育導入に対する意識調査について

 ………………………………… 国士舘大学  体育学部  スポーツ医科学科 曽根　悦子

14：30 ～ 15：30
一般演題　口演 27　（O27）

 「地方型救急医療」
 座長 山梨大学医学部  救急集中治療医学講座 松田　兼一

O27-1（D） 中小規模病院におけるRRS の現状
 …………………………………………………………………出雲徳洲会病院 佐藤　　博

O27-2（C） 遠方地域からの搬送の現状
 …………………………………………… 医療法人徳洲会  宇治徳洲会病院 今安　弘樹

O27-3（D） 地域の急性期病院としての当院における地域連携室介入の重要性  
 ～低体温症 10 例のまとめ～

 ……………………………………………………………………京都市立病院 林　　真也
O27-4（N） 地方救急医療における診療看護師活躍の可能性

 …………………… 独立行政医療法人  国立病院機構  東京医療センター  
 クリティカルケア支援室 平田　尚子

O27-5（D） 災害拠点病院でない病院での災害対応の取り組み
 ………………………………………………………… 市立豊中病院  救急科 明石　浩嗣

O27-6（D） 眼外傷において救急医が初療を行う意義
 ……………… 神戸市立医療センター  中央市民病院  救命救急センター 岩崎　　寛

16：30 ～ 18：30
特別企画（D）

 「OHCA特別委員会企画オープンミーティング   
 ～ JAAM-OHCAレジストリの展望と課題～」
  日本救急医学会  院外心停止例救命のための
  効果的救急医療体制・治療ストラテジの構築に関する
  学会主導研究推進特別委員会（OHCA特別委員会） 森村　尚登
 座長 横浜市立大学大学院医学研究科  救急医学 森村　尚登
  京都大学 環境安全保健機構  健康管理部門 /健康科学センター 石見　　拓
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704 会場

9：00 ～ 10：00
一般演題　口演 28　（O28）

 「CPR（1）」
 座長 順天堂大学医学部  麻酔科学・ペインクリニック講座 徳田　秀光

O28-1（D） 和歌山県における 1年間の CPA症例の分析  
 ̶病院前救急活動の有用性について̶

 ………………………………… 日本赤十字社和歌山医療センター  救急部 千代　孝夫
O28-2（D） 死亡診断書における急性心筋梗塞の病名は妥当か？  
 －来院時心肺停止例での検討－

 ……………………………………… 磐田市立総合病院  救命救急センター 間遠　文貴
O28-3（E） 病院搬送時間に 1時間以上を要する地域で  
 30 分以上心肺停止であった傷病者が社会復帰した一例

 …………………………………………………………………田辺市消防本部 坂口　英児
O28-4（E） 救急救命士の心肺機能停止前の輸液において傷病者に与える影響の調査

 ……………………………………………………… 東京消防庁  救急管理課 飯島　　淳
O28-5（E） 自動胸骨圧迫装置を用いた心肺蘇生の有用性　～CCFに注目した検討～

 ……………………………………………………………泉州南広域消防本部 木村　信広
O28-6（E） 高齢者施設で発生したCPA症例の分析と新たな課題の検討

 ……………………………………………………………久留米広域消防本部 田坂　　亮

10：00 ～ 11：00
一般演題　口演 29　（O29）

 「CPR（2）」
 座長 社会医療法人  近森病院  救命救急センター 根岸　正敏

O29-1（N） 院外心停止に居あわせた市民の心肺蘇生における  
 心理・行動プロセスとその関連要因

 ……………………… 京都大学大学院  医学研究科  社会健康医学系専攻  
 専門職学位課程  予防医療学分野 島本　大也

O29-2（D） 来院時心肺機能停止患者に対する血中CO-Hb 濃度測定の意義
 ……………………………… 順天堂大学医学部附属静岡病院  救急診療科 大出　靖将

O29-3（E） 後期高齢者が駅構内で心肺停止，  
 一時救命処置が奏功したことにより社会復帰した 1例

 ………………………………… さいたま市消防局  中央消防署  消防 1課 吉田　定義
O29-4（C） 傷病者への接触からアドレナリン投与開始時間が社会復帰に及ぼす影響

 ………………………………………… 東海医療工学専門学校  救急救命科 植田　広樹
O29-5（C） バッグバルブマスク人工呼吸におけるマスクホールドへの影響

 ………………………………………………………………………国士舘大学 小西　謙次
O29-6（D） 当院救命救急センターにおける院外心肺停止の現状

 …………………………………………………………………唐津赤十字病院 岩永　幸子
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11：00 ～ 12：00
一般演題　口演 30　（O30）

 「CPR（3）」
 座長 徳島県立中央病院 三村　誠ニ

O30-1（C） 院外心肺停止患者の搬入時EtCO2と蘇生率の関与  
 ̶初期波形ごとの解析̶

 …………………………… 東京女子医科大学東医療センター  救急医療科 安藤　大吾
O30-2（D） 当院における溺水 80 症例の検討

 ……… 独立行政法人国立病院機構  南和歌山医療センター  救命救急科 橋本　忠幸
O30-3（E） CPA症例における通信指令員の対応に関する現状と課題

 ……………………………………………………………泉州南広域消防本部 辻　　　章
O30-4（E） AED内部記録から読み取れる，  
 一般市民救助者による胸骨圧迫の中断原因についての検討

 ………………………………………………………………………東京消防庁 山崎　　光
O30-5（N） 心停止後症候群患者に対する Integrated Real Time Monitoring の提唱

 …………………… 東京女子医科大学東医療センター  看護部  救命 ICU 亀井　拓哉
O30-6（D） 当院における院内発症心停止例の社会復帰率の変化（7年前との比較）

 ……………………………………………………………………越谷市立病院 木村　　徹

14：30 ～ 16：00
ワークショップ 7（WS7）

 「脳血管障害，その他の中枢神経系の疾患・病態」
 座長 奈良県立医科大学  救急医学 奥地　一夫
  東京慈恵会医科大学  救急医学講座 小川　武希

WS7-1（D） 地域での脊髄損傷患者の受け入れ状況報告
 …………… 関西医科大学付属滝井病院  脳神経外科／救命救急センター 岩瀬　正顕

WS7-2（D） 当院に救急搬送された低血糖患者の検討
 ……………………………………… 岸和田徳洲会病院  救命救急センター 薬師寺泰匡

WS7-3（D） 当院で t-PA静注療法が施行された患者におけるKPSS の検討
 …………………………………………… 倉敷中央病院  救命救急センター 市川　元啓

WS7-4（D） IPAS（IZUMO PREHOSPITAL APOPLEXY SCALE）を用いた  
 脳卒中正診率と今後の運用および展望

 ……………………………………………………………… 島根大学  医学部 門田　勝彦
WS7-5（D） 救急搬送された意識障害患者の病院前バイタルサインについての検討

 …………………………… 川崎市立川崎病院  救命救急センター  救急科 權守　　智
WS7-6（D） 当院における脳卒中A選定症例の現状

 ……………………… 順天堂大学医学部附属練馬病院  救急・集中治療科 坂本　　壮
WS7-7（D） NIRO-Pulse の脳組織酸素飽和度 /総ヘモグロビン濃度変化は  
 脳組織を観察しているか？～CAS/CEAでの使用経験～

 ……………………………………… 筑波大学附属病院  救急・集中治療部 小山　泰明
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16：00 ～ 17：00
シンポジウム 10（SY10）

 「2020 年度東京オリンピック開催を控えた集団災害等への対応について」
 座長 東海学園大学 野口　　宏
  大分大学医学部看護学科 清村　紀子

SY10-1（D） 東京オリンピック・パラリンピックを見据えた  
 東京における集団災害医療対策

 …………………………………………………… 東京都医師会  救急委員会 石川　秀樹
SY10-2（D） 2020 年東京オリンピックを成功するために

 …………………………………………………日本医師会総合政策研究機構 永田　高志
SY10-3（D） 当院における災害に強い都心型救命救急センターを目指した取り組み　  
 ～東京オリンピックを見据えて～

 ………………………………………… 東京慈恵会医科大学  救急医学講座 土肥　謙二
SY10-4（D） 本邦の現行システムでは東京オリンピックでテロ事案に対応できない

 ………………………………………… 日本医科大学付属病院  救命救急科 布施　　明
SY10-5（C） 外国人傷病者の出身国・使用言語判別の手段の検討と  
 日本の救急医療体制認知度の調査

 ………………………………… 国士舘大学  大学院  救急システム研究科 酒向雄二郎
SY10-6（D） 当院における外国人に対する諸問題の検討

 …………………… 昭和大学江東豊洲病院  脳血管センター  脳神経外科 池田　尚人

17：00 ～ 18：00
ワークショップ 8（WS8）

 「マラソン医療救護・イベント医療」
 座長 武蔵野赤十字病院  救命救急センター 須崎紳一郎
  医療法人  マックシール  巽病院 中谷　茂子

WS8-1（D） 日本における野外救急医療の問題点山岳ガイドへの  
 ファーストエイド講習を通して見えてきた事

 ……………………… 特定非営利活動法人災害人道医療支援会；HuMA 浅井　　悌
WS8-2（D） 予告された急病の記録～神戸マラソン 2014 医療救護体制総括～

 ………………… 神戸市立医療センター中央市民病院  救命救急センター  
 神戸マラソンメディカル協議会 有吉　孝一

WS8-3（D） にっぽんど真ん中祭りにおけるMass-gathering Medicine  
 －第 16 回大会からの年次報告－

 ………………………………愛知医科大学医学部地域救急医療学寄附講座 井上　保介
WS8-4（D） 横浜マラソン 2015 における心停止対応のための  
 短期間教育プログラムの策定

 ……… 横浜市立大学附属市民総合医療センター  高度救命救急センター 酒井　和也
WS8-5（D） 当大学の恒例のスポーツ祭典競技における救急医療支援

 ……………………………… 日本体育大学  保健医療学部  救急医療学科 小川　理郎
WS8-6（D） 青島太平洋マラソンにおける医療救護体制について

 …………………………………………… 宮崎善仁会病院  救急総合診療部 牧原　真治
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18：00 ～ 18：30
指定演題 4（D4）

D4（D） マスギャザリング・メディシンとしてのマラソン医療支援  
 ̶ナゴヤ・ウィメンズマラソンの経験から̶

  愛知医科大学  災害医療研究センター 中川　　隆
 座長 医療法人  伯鳳会  白鬚橋病院 石原　　哲

705 会場

16：30 ～ 17：30
JTAS コース指導者説明会（CO8）

 座長 富山大学大学院危機管理医学（救急・災害医学） 奥寺　　敬
 ファシリテーター 筑波メディカルセンター  看護部 木澤　晃代
  東海大学医学部付属病院  看護部 山崎　早苗
  岩手県立磐井病院  看護部 佐藤加代子
  JA 秋田厚生連  平鹿総合病院 奈良かな子

707 会場

9：00 ～ 9：40
一般演題　口演 31　（O31）

 「ISLS」
 座長 災害医療センター 高里　良男

O31-1（D） 和歌山県における脳卒中救急体制の啓発とその効果  
 ～ ISLS，PSLS コースについて～

 ………………………………… 和歌山県立医科大学  医学部  脳神経外科 藤田　浩二
O31-2（D） ENLS（Emergency Neurological Life Support）とは：  
 神経救急患者に対して最初の 1時間になにをすべきか

 …………………………………………………大阪府三島救命救急センター 小畑　仁司
O31-3（D） 神経蘇生基礎コースとしての群馬 ISLS コース運営の工夫

 ……… 公益財団法人脳血管研究所  美原記念病院  救急部・脳神経外科 谷崎　義生
O31-4（D） ISLS&PNLS の学習モジュールを利用した  
 ハイブリッドシミュレーションコースの実際

 ……………………………………………… 東海大学  医学部  脳神経外科 厚見　秀樹

9：40 ～ 10：10
合同企画 6（J6）

J6（D） 日本神経救急学会の動向
  秋田県立脳血管研究センター 鈴木　明文
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 座長 公益財団法人脳血管研究所  美原記念病院  救急部・脳神経外科 谷崎　義生

10：10 ～ 11：40
ワークショップ 9（WS9）

 「平成 26年度処置拡大によるPSLSと PCECの改訂：意識障害と脳卒中傷病者への現場対応の変化」
 座長 帝京大学医学部救急医学講座 安心院康彦
  日本医科大学武蔵小杉病院  救命救急センター 松田　　潔

WS9-1（E） 処置拡大に伴う脳卒中病院前救護（PSLS）アルゴリズムの変化
 ……………………… 一般財団法人  救急振興財団  救急救命東京研修所 尾方　純一

WS9-2（E） 緊急度判定プロトコルと PSLS・PCEC
 ……………………………………………………………救急救命九州研修所 畑中　哲生

WS9-3（E） 地域メディカルコントロール協議会の対応について
 ……………………………………………………… 東京消防庁  救急指導課 宮野　　收

WS9-4（D） 脳卒中の病態と現場対応のポイント　  
 ～脳梗塞，一過性脳虚血発作，くも膜下出血例を中心に～

 ………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター 吉矢　和久
WS9-5（D） 病院前意識障害症例に対するアプローチ  
 ̶脳ヘルニア，低血糖，痙攣を中心に̶

 ……………………… 東邦大学医療センター大森病院  救命救急センター 本多　　満
WS9-6（E） PSLS・PCECの改訂に伴う救急隊員による  
 現場対応の育成に視点をあてたケースシナリオの作成について

 …………………………………………………………………川越地区消防局 秋山　浩利

11：40 ～ 12：10
合同企画 7（J7）

J7（D） 高気圧酸素療法の教育と今後の展望
  社会医療法人社団  順江会  江東病院  麻酔科／
  日本臨床高気圧酸素・潜水医学会 三浦　邦久
 座長 静岡済生会総合病院 石山　純三



日臨救医誌（JJSEM）2015；18：119-95166

14：30 ～ 16：30
シンポジウム 11（SY11）

 「ソーシャルワーカーのあり方（1）～期待される役割をふまえて～」
 座長 国立病院機構  大阪医療センター 定光　大海

SY11-1（D） 帝京大学医学部救急医学講座 坂本　哲也
SY11-2（N） 獨協医科大学越谷病院 浅香えみ子
SY11-3（E） 京都市消防局安全救急部救急課 清川　智弘
SY11-4（C） 東海大学医学部付属病院患者支援センター総合相談室 内田　敦子
SY11-5（C） 神戸赤十字病院  医療社会事業部  医療社会事業係 水溜丹都子

16：30 ～ 18：30
シンポジウム 12（SY12）

 「ソーシャルワーカーのあり方（2）」
 座長 東京医科大学八王子医療センター  救命救急センター 新井　隆男
  和歌山県立医科大学  救急集中治療医学講座 加藤　正哉

SY12-1（C） 救命救急センターMSW専従配置及び  
 初期アセスメントシート活用後の効果

 ……………………………………… 国立病院機構  高崎総合医療センター  
 地域医療支援・連携センター 篠原　純史

SY12-2（C） 群馬県自殺未遂者実態調査事業実施後の効果と今後の展望
 ……………………………………… 国立病院機構  高崎総合医療センター  
 地域医療支援・連携センター 掛川　瑶子

SY12-3（C） 外傷患者における受傷 6ヶ月目の職場復帰に求められる支援とは
 ……………………………………………………………………倉敷中央病院 岡野　麻美

SY12-4（C） 救急科入院例へのMSWの積極的な介入により在院日数は短縮するか？
 ……………………………………………… 加古川西市民病院  地域連携室 鈴木　信子

SY12-5（D） 当救命センターにおける  
 医療ソーシャルワーカーによる転院調整の現況と課題

 ………………………………… 奈良県立医科大学  高度救命救急センター 關　　匡彦
SY12-6（C） 外国人傷病者への帰国支援事例を通じた一考察

 ……………………………………… 国立病院機構  高崎総合医療センター  
 地域医療支援・連携センター 影山美紗子

SY12-7（C） 『急性期治療後の転院支援システム（PACTAS）』の検証と実践報告
 ………………………………………………… 大阪大学  医学部  附属病院 高橋　裕美

SY12-8（D） 早期転院を促進するために：MSWとの施設訪問と症例カンファレンス
 …………………………………………… 倉敷中央病院  救命救急センター 國永　直樹



日臨救医誌（JJSEM）2015；18：119-95 167

第 2日（6月 5日）

8F 会場

9：00 ～ 10：30
パネルディスカッション 8（PD8）

 「多職種による自殺企図者ケア（1）」
 座長 ひがしおかメディケアクリニック 東岡　宏明
  前  神戸市看護大学 平尾　明美

PD8-1（C） 心理検査から見えてくる
  自傷・自殺企図患者の特徴と再企図防止への手がかり

 ………………………………… 国立病院機構  熊本医療センター  精神科 濱野　　学
PD8-2（D） 身体疾患を合併する自殺企図者を含む精神疾患患者診療のニーズに
  こたえる北河内モデルの提唱

 …………………………… 関西医科大学附属滝井病院  救命救急センター 和田　大樹
PD8-3（C） 自殺対策未遂者支援̶高槻市保健所との協働̶

 …………………………………………………大阪府三島救命救急センター 北角　洋子
PD8-4（D） PEEC（Psychiatric Evaluation in Emergency Care）コースによる
  未遂者ケアのスキルアップ効果

 ………………… 国立病院機構熊本医療センター  救命救急・集中治療部 橋本　　聡
PD8-5（N） 自死遺族支援に対する活動の評価

 …………………… 国立病院機構  熊本医療センター  救命救急センター 池田　佳奈
PD8-6（C） 自殺企図患者に対する 3次予防：
  自治体と連携した多部門・多職種による患者支援の取り組み

 …………………………………………………… 倉敷中央病院  総合診療科 今村　　隆
PD8-7（C） 福岡県，北九州市，産業医科大学での多職種による
  自殺企図者に対する取り組み

 ……………… 産業医科大学病院  地域医療連携本部ソーシャルワーカー 末永　卓也
PD8-8（D） 救急医療機関を退院した自殺未遂者の再企図を
  ケース・マネージメントで予防できる！

 …………………………………………… 岩手医科大学  神経精神科学講座 大塚耕太郎
PD8-9（C） 自殺未遂者の抱える心理社会的問題に対する多職種によるケアの実践

 …………………………………………… 横浜市立大学  保健管理センター 安東　友子

10：30 ～ 12：00
パネルディスカッション 9（PD9）

 「多職種による自殺企図者ケア（2）」
 座長 さいたま赤十字病院 清田　和也
  東京医療保健大学  東が丘・立川看護学部 石井美恵子

PD9-1（D） 自殺未遂者支援研修会の開催による自殺予防対策
 ………………… 秋田大学大学院医学系研究科医学専攻  病態制御医学系  
 救急・集中治療医学講座 中永士師明
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PD9-2（D） 東海大学高度救命救急センターにおける  
  自殺企図患者ケアの実態と他職種連携の必要性

 …………………………………東海大学  医学部  外科学系  救命救急医学 市村　　篤
PD9-3（D） 関係者からの情報収集が重要と痛感させられた薬物服用による  
  自殺企図の 1例

 ……………………………………… 東近江総合医療センター  循環器内科 大西　正人
PD9-4（D） PEEC（Psychiatric Evaluation in Emergency Care）受講による  
  研修医の自殺未遂者ケアスキルアップについて

 ……………… 国立病院機構  熊本医療センター  救命救急・集中治療部 川副健太郎
PD9-5（E） プレホスピタルから始まる円滑な精神科救急医療　  
  ～自主勉強会「精神科救急スキルラボ」の開催を通じて～

 ……………………………………………………………………熊本市消防局 荒木　龍起
PD9-6（D） 「JCS0.5」急性薬物中毒症例における  
  未遂者ケアのピットフォールについて

 ………………… 国立病院機構熊本医療センター  救命救急・集中治療部 橋本　　聡
PD9-7（E） 救急隊員から始まる自殺予防　当消防本部における  
  自殺既遂およびViolent な手段による未遂者の後方視的研究

 …………………………………………………………………遠賀郡消防本部 添田　直志
PD9-8（D） 自殺未遂者ケアにおける，救命救急センターと精神科病棟の連携

 …………… 横浜市立大学附属市民総合医療センター  精神医療センター 日野　耕介

12：10 ～ 13：10
教育セミナー 3（ES3） 共催：株式会社ノルメカエイシア

ES3（D） Ebola outbreak in western africa in 2013-2015:   
  Could this disaster be prevented from lessons of previous outbreaks   
  on the same continent ?

  Kinshasa University, Democratic Republic of Congo ／  　　　　　
  Tokushukai Medical Corporation, Japan　Mwanatambwe Milanga
 座長 東和病院 山本　保博

14：30 ～ 15：30
一般演題　口演 32　（O32）

 「終末期医療」
 座長 協和マリナホスピタル 吉永　和正
  医療法人  マックシール  巽病院 中谷　茂子

O32-1（E） 堺市における老人福祉施設との連携と今後の課題
 ………………………………………………………………………堺市消防局 加藤　　昇

O32-2（D） 病院前に器具を用いた気道確保がなされた  
  後期高齢者院外心肺停止の転帰に関する検討

 …………………………………………… 兵庫県災害医療センター  救急部 菊田　正太
O32-3（D） 当院における老人ホーム・介護施設から搬送された  
  心停止（CA）患者の現状

 ……………………………………………………… 彦根市立病院  循環器科 池田　智之
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O32-4（E） 救急救命センターに救急搬送されてきた  
  高齢者院外心肺停止症例についての検討

 ………………………………………………………………………東京消防庁 八木　裕希
O32-5（D） 院外 CPA症例でDNARの意思は遵守されているのか？

 ……………………………… 市立福知山市民病院  地域救命救急センター 鈴木　龍児
O32-6（D） 後期高齢者心肺停止のCPAの現状を考える

 …………………………………………… 兵庫県災害医療センター  救急部 古賀　聡人

15：30 ～ 16：30
教育講演 6（EL6）

EL6（C） 医師・患者関係の再構築に向けて  
  ̶対立から協働へ，自律モデルから人格モデルへ

  富山大学経済学部経営法学科 秋葉　悦子
 座長 高知赤十字病院 西山　謹吾

16：30 ～ 18：00
ワークショップ 10（WS10）

 「老人保健施設の救急対応はいかにあるべきか」
 座長 社会医療法人抱生会  丸の内病院  救急総合診療科 清水　幹夫
  大阪府立急性期・総合医療センター 山下　直美

WS10-1（E） 老人施設等における病院前救護での課題
 ………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科博士課程 松山千恵美

WS10-2（D） 老人施設で救急科専門医がリビングウィルを確認したら
 ………………………… 日本医科大学  武蔵小杉病院  救命救急センター 遠藤　広史

WS10-3（D） 老人施設から搬送された高齢者救急一考と提言
 …………………………………………… 公立陶生病院  救急救命センター 市原　利彦

WS10-4（D） 食物による窒息患者に対する初期対応の重要性
 ………………………………………… 日本医科大学付属病院  救急医学科 五十嵐　豊

WS10-5（D） 岐阜市 PAD症例 6年間から見る老人保健施設の現状と問題点
 ………………………… 岐阜大学医学部附属病院  高度救命救急センター 名知　　祥

WS10-6（D） 救急医がみた老人保健施設の救急対応　   
  搬送元・搬送先双方にメリットのある救急を目指して

 ………………………………………………………… 東京警察病院  救急科 金井　尚之
WS10-7（D） 島田市の老人保健施設におけるバイスタンダーCPRの問題と課題

 …………………………………………………… 市立島田市民病院  救急科 松岡　良太
WS10-8（D） 老人保健施設での救急対応̶平成 18 年と平成 24 年の  
  大阪市内老人介護施設アンケート調査を比較して

 ………………………… 大阪大学医学部附属病院  高度救命救急センター 大西　光雄
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掲示演題会場（1階美術館・地下展示室）

16：30 ～ 17：30
掲示演題 26（P26）

 「急性中毒（3）」
 座長 富山県立中央病院 小倉　憲一

P26-1（D） 大量内服をするも早期に回復した  
  バルプロ酸ナトリウム中毒 2例の治療経験

 ………………………………………… 成田赤十字病院  救急・集中治療科 島居　　傑
P26-2（D） 多臓器不全を呈した急性医薬品中毒  
  （アセトアミノフェン，カフェイン，など）の 1例

 ………………………………………………………… 岡崎市民病院  救急科 浅岡　峰雄
P26-3（D） 意識障害で搬送され，薬毒物検査により  
  有機リン中毒の診断で入院し保存的加療にて軽快転院した一例

 ……………………………………………………………… 飯塚病院  救急部 林　　友和
P26-4（D） マイテラーゼ過量服薬によるコリン作動性クリーゼの一例

 …………………… 国立病院機構熊本医療センター  救命救急集中治療部 北田　真己
P26-5（D） 重クロム酸カリウムによる多臓器不全の一例

 ……………………………… 奈良県総合医療センター  救命救急センター 植山　　徹
P26-6（D） 重症化したカフェイン中毒の 1例

 …………………………………………………… 東大和病院  消化器・外科 有馬　孝博

17：30 ～ 18：30
掲示演題 27（P27）

 「急性中毒（4）」
 座長 ふれあい平塚ホスピタル 兼坂　　茂

P27-1（D） 市販の口内洗浄剤の使用により  
  口唇，舌の腫脹にて救急来院した高齢者施設入所中の 4例

 …………………………………………………近畿大学医学部救急医学講座 木下　理恵
P27-2（P） 急性薬物中毒患者の病院前トリアージのための  
  重症度スコアの作成とその評価

 ……………………………………… 日本大学医学部附属板橋病院  薬剤部 今井　　徹
P27-3（D） 大量服用によるアセトアミノフェン・メトホルミン中毒に併発した  
  虚血性腸炎で救命し得た 1例

 ……………………………………… 東北大学病院  高度救命救急センター 宮川乃理子
P27-4（D） 急性腎不全をきたしたグリホサート中毒の一例

 ………………… 国立病院機構熊本医療センター  救命救急・集中治療部 原田　正公
P27-5（D） 危険ドラッグ使用後に横紋筋融解症を発症した 2例

 ………………………………………………………………東京都立墨東病院 小林未央子
P27-6（D） チョウセンアサガオによる集団食中毒例

 ……………………… 福島県立医科大学  医学部  地域救急医療支援講座 佐藤ルブナ
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16：30 ～ 17：20
掲示演題 28（P28）

 「呼吸器系の疾患・病態（1）」
 座長 国立病院機構  大阪医療センター 定光　大海

P28-1（D） COPDを伴った超高齢者開心術後に管理に難渋した器質化肺炎の 1例
 …………………………………………… 公立陶生病院  救急救命センター 黒川　英輝

P28-2（D） Paget-Schroetter 症候群の一例
 …………………… 国立病院機構熊本医療センター  救命救急集中治療部 宇野　克明

P28-3（D） Walk-in で来院した薬剤性血栓性静脈炎の 1例
 ………………………………… 慶應義塾大学病院  卒後臨床研修センター 増澤　佑哉

P28-4（D） 心肺停止で搬送され急性期肺血栓塞栓症と鑑別困難であった  
  肺動脈血管肉腫の 1例

 …………………………………………… 奈良県立医科大学  救急医学教室 浅井　英樹
P28-5（D） 胸膜痛を伴う急性肺炎の診断に  
  肺の point-of-care 超音波検査が有用であった 1例

 ………………………………………………………………安曇野赤十字病院 亀田　　徹

17：20 ～ 18：10
掲示演題 29（P29）

 「呼吸器系の疾患・病態（2）」
 座長 市立砺波総合病院 廣田幸次郎

P29-1（D） 緊急輪状甲状靭帯切開による気道確保で救命し得た急性喉頭蓋炎の 1例
 ……………………………………………………… 今給黎総合病院  研修医 佐保　　明

P29-2（D） 病理所見から繰り返す誤嚥が疑われた食道再建手術歴を有する患者の周術期重症肺炎
 ………………………………………………………… 聖隷浜松病院  救急科 土手　　尚

P29-3（D） VV-ECMO導入により救命し得た重症気道熱傷の一例
 ………… 前橋赤十字病院  高度救命救急センター  救急科・集中治療科 菊川　哲英

P29-4（D） プールでの浅潜水中に発症したびまん性肺胞出血の 1例
 …………………………………………………………………済生会熊本病院 後藤　純一

P29-5（D） 原因不明の咽頭浮腫をきたした若年男性の一例
 ……………………………… マツダ株式会社  マツダ病院  救急センター 安藤　雄和

16：30 ～ 17：30
掲示演題 30（P30）

 「緊急度判定・院内トリアージ（1）」
 座長 日本赤十字九州国際看護大学 小池　伸享

P30-1（D） 救急電話相談事業が救急医療機関に及ぼす影響についてのアンケート調査
 ……………………………………… 大阪市立大学  医学研究科  救急医学 山村　　仁

P30-2（N） ウォークインで来院した急性心筋梗塞のトリアージの現状  
  ̶急性心筋梗塞を見逃さないための視点̶

 ……………… 公益財団法人  大原記念倉敷中央医療機構  倉敷中央病院 岩元　美紀
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P30-3（D） 救急外来トリアージによって軽症と判断し，  
  宇都宮夜間休日診療所の受診をすすめた患者の動向

 …………………………………………………… 済生会宇都宮病院  救急科 藤井　公一
P30-4（N） A病院における院内トリアージの妥当性の検討  
  ̶入院となった緊急度「低緊急」の患者の来院時主訴の分析から̶

 ……………………………… 市立福知山市民病院  地域救命救急センター 櫻井　瑛大
P30-5（N） 市立堺病院救急外来における院内トリアージ  
  ～胸痛を主訴とする患者の分析結果から得られた課題～

 …………………………………………………………… 市立堺病院  看護局 塩地　美紀
P30-6（N） A病院における救急車適正利用につなげるための患者・家族指導の実態

 ……………………………… 富山大学附属病院  災害・救命センター外来 宮林千鶴子

17：30 ～ 18：30
掲示演題 31（P31）

 「緊急度判定・院内トリアージ（2）」
 座長 岩手県立磐井病院 佐藤加代子

P31-1（N） 救急外来における胸痛患者の緊急度判定
 …………………………………… 前橋赤十字病院  高度救命救急センター 前原　幸雄

P31-2（C） JTAS による 17 の項目別アンダートリアージ率及び  
  オーバートリアージ率について

 ………………………………… 医療法人  沖縄徳洲会  湘南鎌倉総合病院 作田　翔平
P31-3（N） 神経系アンダートリアージ症例の介入前後における比較検討について

 …………………………………………………… 湘南鎌倉総合病院  看護部 藤田　大樹
P31-4（D） 当院（ER併設型 3次救急医療施設）でのERから救命科入院症例の検討

 …………………………………………………… 大阪警察病院  救命救急科 中江　晴彦
P31-5（N） 院内トリアージにおいて蘇生・緊急と判断された症例の分析

 …………………………………………………筑波メディカルセンター病院 六本木陽子
P31-6（C） 当院における救急救命士による病院・施設間救急搬送

 ………………………………………………………… 河北総合病院  救急部 市成　卓也

16：30 ～ 17：30
掲示演題 32（P32）

 「救急救命士の再教育（1）」
 座長 大阪警察病院  救命救急センター 岸　　正司

P32-1（N） 当院の救急救命士教育計画の作成
 ……………… 地方独立行政法人  静岡県立病院機構  静岡県立総合病院 鈴木紗矢佳

P32-2（D） 消防学校における接遇と心電図判断を重視した  
 シミュレーション実習の導入効果

 …………………… 佐賀県医療センター  好生館  総合教育研修センター 藤田　尚宏
P32-3（E） 救急救命士の再教育時（生涯教育）を活用した  
 医師同乗研修の取組みについて

 ……………………………………………………砺波地域消防組合消防本部 山森　有洋
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P32-4（E） 新任救急救命士就業前教育プログラム
 ……………………………………………… 館林地区消防組合  館林消防署 辻　　　学

P32-5（D） 消防学校救急課程における  
 ロールプレイ訓練（多人数机上シミュレーション訓練）の工夫

 ……………………… 倉敷芸術科学大学  生命科学部  救急救命士コース 大川　元久
P32-6（C） 救急救命士養成校における学生の語学レベル・必要度の調査

 ………………………………… 国士舘大学  大学院  救急システム研究科 酒向雄二郎

17：30 ～ 18：20
掲示演題 33（P33）

 「救急救命士の再教育（2）」
 座長 北九州市立八幡病院  救命救急センター 伊藤　重彦

P33-1（D） M and M形式とWorkshop 形式の症例検討会は  
 救命士の主体的参加を促す

 …………………………………………………… 札幌東徳洲会病院  救急科 増井　伸高
P33-2（D） 肘正中皮静脈路確保に注目した救急救命士病院実習の有効性

 ………………… 公益財団法人  天理よろづ相談所病院  地域医療連携室 次橋　幸男
P33-3（E） 血管触知感覚と静脈路確保成功率の比較からみえる静脈路確保教育

 ………………………………………………………………………東京消防庁 佐々木　亮
P33-4（C） 安価で人体に装着可能な穿刺対応模擬血管の開発について

 …………帝京大学  医療技術学部  スポーツ医療学科  救急救命士コース 高梨　利満
P33-5（D） 外傷患者に対する事後検証結果を地域にフィードバックする  
 教育的資料作成の試み（第 4報）

 ………………………………………………… 東京女子体育大学  運動医学 山田浩二郎

16：30 ～ 17：20
掲示演題 34（P34）

 「終末期医療（1）」
 座長 社会医療法人近森会  近森病院  総合診療科 杉本　和彦

P34-1（D） 高齢者救急における医療資源の問題点  
 －救急車の適正利用，有料化問題について－

 ………………………… 社会医療法人雪の聖母会  聖マリア病院  救急科 山下　　寿
P34-2（D） 当院の終末期医療体制について

 …………………………………………………………済生会横浜市南部病院 豊田　　洋
P34-3（C） 当院へ救急搬送された心肺蘇生を望まない心肺停止患者の 1例

 ………………………………………… 足利赤十字病院  救命救急センター 坂庭　弘晃
P34-4（N） 救命救急センターにおける臓器提供を行う患者・家族への看護を振り返る

 ……………………… 獨協医科大学越谷病院  看護部  救命救急センター 太内田房子
P34-5（E） 病院前救護における市民の終末期の認識について  
 ～救急隊の説明は理解されているか～

 …………………………………… 国士舘大学大学院  救急システム研究科 松山千恵美
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17：20 ～ 18：10
掲示演題 35（P35）

 「終末期医療（2）」
 座長 上越総合病院 篭島　　充

P35-1（D） 人工呼吸器のトリガー作動により無呼吸の評価に難渋した  
 法的脳死判定の一例

 …………………………………………… 長崎大学病院  救命救急センター 平尾　朋仁
P35-2（D） 90 歳以上高齢者気胸・血気胸例の治療経験

 ………………………………………… 関西医科大学枚方病院  呼吸器外科 小延　俊文
P35-3（D） せん妄患者は誤嚥のリスクが高い

 ……………………… 東邦大学医療センター大森病院  救命救急センター 一林　　亮
P35-4（N） 救急外来における家族へエンゼルケアを支援する看護師が直面する困難

 …………………………………… 前橋赤十字病院  高度救命救急センター 渡辺　悦子
P35-5（D） デイサービス送迎バスが側突され用水路へ転落した事故による  
 集団搬送の経験

 ……………………………………………社会医療法人厚生会木沢記念病院 山田実貴人


